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をＳＮＳで発信したところ、「国会議員は現実を知らないから的外れな政策に
なる」と就職氷河期世代の当事者から多くの声が寄せられたと紹介した。
　伊藤議員は「『失われた３０年』をつくったのは政治であり、その検証と反
省のもと、３０年を４０年にしないための予算を組まなければならない」と強調。
そして国民民主党の政策に触れ、「就職氷河期世代の１０年後の年金や生
き方を政治がどう支えるかが問われている。この課題は次の若い世代にも
直結しており、将来不安や暮らしやすさが就職氷河期世代の解決に懸かっ
ている」と訴えた。
　最後に伊藤議員は「議会は国の当たり前をつくる場。未来の生きやすさを
形づくるのが政治だ。一人で言えば愚痴、二人で言えば意見、三人で兆
しになり、この会場全員で言
えばうねりとなる。今日をきっ

かけに、ともにうねりを起こ
していただきたい」と呼びか
けた。

＊
　意見交換で参加者からは、
就職氷河期世代と次世代の
比較データや課題分析の発
信強化を求める声など、活
発な意見が寄せられた。

５月２６日、宇都宮市内にて『国民民主党とちぎ・自治体議員フォーラム栃
木「講演会」』を開催した。
　講師として伊藤孝恵参議院議員を迎え「就職氷河期世代政策について」
をテーマに講演を行い、約７０名が参加した。
　講演の冒頭、挨拶に立った駒場昭夫県連代表は
「国民民主党本部は行政や社会、当事者の中にも
ある就職氷河期世代に対する無意識の思い込みの
調査を求めるとともに、就職氷河期世代を中心に日
本の中高年層が直面する課題の解決に資すると思われる政策を取りまとめ、
昨年９月３日に厚生労働省へ申し入れを行った」と党のこれまでの取り組み
を説明。「この講演を通じて皆さまの声を真摯に受け止め、党本部と連携し
ながら課題解決に向け、地域でも取り組みを進めていきたい」と挨拶した。

＊
　伊藤孝恵参議院議員は国会討論で、自身が「１００社に落ちた」という就
職活動の経験を語った際、議場内で野次や嘲笑が起こったことが、就職氷
河期世代政策に取り組むきっかけになったと説明した。さらに、その出来事
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『国民民主党とちぎ・自治体議員フォーラム栃木「講演会」』開催

「玉木雄一郎代表街頭演説会」開催「玉木雄一郎代表街頭演説会」開催
　参院選公示から７日目の７月９日、玉木雄一郎代表が来県し、宇都宮市内にて街頭演説会を開催した。比例代表
での議席獲得を目指し、玉木代表は「日本の政治を変える夏にしよう」と支持を呼びかけた。
　玉木代表は、国の税収が５年連続で過去最高を記録し、上振れ額は年平均６兆円にのぼること、さらに昨年１年
間で地方税収が１２兆円増えたことを指摘した。また、国の予算の使い残しが４年連続で発生しており、返金額は
６兆円に達していると説明。「取り過ぎた分を物価高で苦しむ国民に還元すべきだ」と述べた。
　さらに党の姿勢に触れ「国民民主党は結党以来『対決より解決』を徹底してきた。他党を批判するだけでは何も
変わらない。必ず政策と対案を示し、課題を解決していく」
と強調。そして、現役世代の手取り増、投資減税の推進、
教育国債の発行による人材育成を柱とする成長戦略を提
示し、「１０年以内にＧＤＰを１千兆円規模に拡大させた
い」と力を込めた。現役世代の所得向上を通じ、
高齢者の年金や医療・介護の安定を確保するこ
とが重要とし、「全世代が安心できる社会をつく
るのが国民民主党の政策の柱だ」と訴え、
最後に「この国で頑張れば必ず報われる
社会をつくる。皆さんの手取りを増やす
夏にしたい」と呼びかけた。
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